






〔はじめに〕 

 ハイリスク新生児の長期予後の改善には,NICU における新生児期の intensive care のみ

ならず.退院後の継続的な追跡管理による後障害の早期発見,早期治療がきわめて重要であ

る。 

 しかるに昨年度の本研究班における我々の調査において,愛知県下の 23NICU のハイリス

ク児の退院後の定期検診システムは未だ満足すべきものではなく,地域保健所とタイアッ

プしたハイリスク新生児の継続的管理法の確立が急務であることが示された。 

 そこで我々は,地域保健所とのタイアップによるハイリスク新生児の継続的管理法を確

立する目的で,名古屋市衛生局,市内 16保健所,および名古屋市立大学病院を含む名古屋市

立の 6 病院小児科の協力を得て,ハイリスク児の退院後管理についてのタイアップ体制を

検討し,一部実施を試みた。 


